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　　  「明治の日本ー宮内庁書陵部所蔵写真ー」吉川弘文館, 2000 より引用 
写真2：明治11年の文部省交付器械 
　　  「電信器雛形」金沢大学資料館蔵 
図1：加賀金沢細見図（明治9年9月） 
　　金沢市立玉川図書館近世史料館蔵 
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治
4
年
の
廃
藩
置
県
後
、石
川
県
は
学
制
を
改
革
し
て
旧
教
育
機
関
を
廃
止
、小
学
校
卒
業
生
の
増
加
と
さ
ら
に
高
度
の
教
育
の
必
要
性
か
ら
、新
た
に
中
学
校
教
員
養
成
の
た
め
に
4
年
制
の
中
学
師
範
学
校
を
9
年
2
月
20
日
に
仙
石
町
に
開
校
し
ま
し
た
。こ
の
学
校
は「
文
物
ヲ
煥
発
啓
明
セ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
」を
目
的
と
し
て「
啓
明
学
校
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、翌
10
年
7
月
に
は「
中
学
教
員
ヲ
陶
冶
セ
ン
カ
為
メ
」に
校
名
を「
石
川
県
中
学
師
範
学
校
」と
改
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
8
年
に
東
京
師
範
学
校
に
中
学
師
範
学
科
が
設
置
さ
れ
た
の
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、全
国
に
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
し
た
。 
　
本
校
は
現
在
の
金
沢
中
央
公
園
の
仙
石
町
通
り
中
程
に
あ
り
ま
し
た（
図
1
、写
真
1
）。職
員
は
、元
石
川
県
学
務
専
任
の
野
村
彦
四
郎
校
長
と
百
束
誠
助
副
校
長
、英
人
ラ
ン
ベ
ル
ト
教
長
、
教
諭
8
名
、助
教
諭
5
名
で
構
成
さ
れ
、入
学
生
は
1
6
8
名
で
し
た
。教
則
に
よ
れ
ば
、甲
、乙
の
二
部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
下
等
の
基
礎
教
育
2
年
間
4
学
期
と
、上
等
の
教
育
科
目（
5
門
、普
通
全
科
、理
化
両
学
、外
国
語
、政
体
学
、
農
学
）の
2
年
間
4
学
期
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、ま
だ
洋
学
が
盛
ん
で
な
い
こ
と
、教
科
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
外
国
人
を
教
長
と
し
て
、特
に
甲
部
で
は
洋
書
を
専
ら
用
い
て
の
教
育
で
し
た
。
ラ
ン
ベ
ル
ト
の
後
任
と
し
て
、
11
年
8
月
か
ら
23
才
の
米
人
ホ
イ
ト
二
（ーW
illis 
N
orton W
hitney
）
が
教
長
と
な
り
、英
語
と
物
理
・
化
学
の
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
勤
務
期
間
は
わ
ず
か
11
ヶ
月
に
過
ぎ
ず
、
翌
年
夏
に
は
東
京
に
去
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
ウ
イ
ン（T
hom
as C
lay 
W
in
n
）が
着
任
し
ま
し
た
。 
官
で
注
目
さ
れ
る
の
は
数
学
の
関
口
開
で
す
。関
口
は
加
賀
藩
の
藩
校
で
学
び
、こ
の
学
校
と
石
川
県
専
門
学
校（
次
回
掲
載
）で
教
鞭
を
執
り
ま
し
た
。関
口
は
和
算
を
ま
ず
学
び
、次
に
西
洋
数
学
を
独
学
し
て
、
22
冊
の
数
学
書
を
翻
訳
・
著
作
し
ま
し
た
。中
で
も
明
治
6
年
に
出
版
し
た「
新
選
数
学
」は
22
万
冊
も
売
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。関
口
の
薫
陶
を
受
け
た
北
条
時
敬
は
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
に
進
み
、卒
業
後
石
川
県
専
門
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、そ
の
教
え
子
に
西
田
幾
多
郎
が
い
ま
す
。西
田
は
一
時
、北
条
家
に
寄
宿
し
教
え
を
受
け
、更
に
第
四
高
等
中
学
校
で
は
、
初
め
理
系
で
数
学
を
学
ん
だ
ほ
ど
で
す
。彼
に
と
っ
て
北
条
は
生
涯
の
先
生
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
す
。北
条
は
そ
の
後
、
第
四
高
等
学
校
校
長
、広
島
高
等
師
範
学
校
校
長
、東
北
帝
国
大
学
総
長
、
学
習
院
院
長
等
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、徳
田
秋
声
も
こ
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。 
　
文
部
省
は
明
治
11
年
2
月
に
全
国
の
師
範
学
校
に
物
理
教
育
の
補
助
の
た
め
に
一
組
1
1
0
点
の
物
理
器
械
を
交
付
し
ま
し
た
。本
校
に
交
付
さ
れ
た
そ
の
器
械
の
一
部
53
点
が
現
存
す
る
こ
と
が
最
近
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た（
写
真
2
）。本
校
は
僅
か
5
年
の
存
続
で
、明
治
14
年
7
月
に
は
高
等
専
門
教
育
を
目
的
と
し
た
石
川
県
専
門
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
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